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第１問

ʯͱ͍͏ɻʣ͸ɺࣾߕձࣾʢҎԼʮࣜגߕΛӦΉۀೖΕɾൢച࢓ϫΠϯͷ࢈ࠃ　�̍
औక໾ձઃஔձࣾͰ͋Γɺ͔ͭ؂ࠪ໾ձઃஔձࣾͰ͋Δɻࣾߕʹ͓͍ͯ͸ɺ̖
͕୅දऔక໾Λɺ̗ٴͼ̘͕औక໾Λɺ̙͕؂ࠪ໾Λ຿Ί͍ͯΔɻ
ͷඦ՟ళʹൢച͍ͯͨ͠ͱ͜Ζɺ৽ͨݍೖΕͨ঎඼Λɺओʹट౎࢓͸ɺࣾߕ　�̎
ʹؔ੢஍ํ΁ͷਐग़Λܭը͠ɺྩ࿨̑೥݄̐ࠒʹ͸ɺࢢ৔ௐࠪΛऴ͑ɺ۩ମత
ͳൢചܦ࿏ͷ֫ಘʹ͚ͯ޲ಈ͖ग़͍ͯͨ͠ɻ̗͸ɺ͜ͷػʹ೔ຊञͷ࢓ೖΕɾ
ൢചۀʹ΋खΛ͛޿ɺҰۀࣄʹؾΛ֦େ͢΂͖ͩͱ͕͍ͨͯ͑ߟɺ̗Ҏ֎ͷऔ
క໾͸͜ͷ͑ߟʹରͯ͠ফۃతͳҙݟΛ͍ࣔͯͨ͠ɻ
　�　ͦ͜Ͱɺ̗͸ɺࣗΒ೔ຊञͷ࢓ೖΕɾൢ ചۀΛ͏ߦԵࣜגձࣾʢҎԼʮԵࣾʯ
ͱ͍͏ɻʣΛઃཱ͠ɺؔ੢஍ํͰ೔ຊञͷൢചΛͯͬߦརӹΛಘΑ͏ͱͨ͑ߟɻ
ಉ೥݄̒ͷࣾߕऔక໾ձʹ͓͍ͯɺ̗͸ʮ̗͕ԵࣾΛઃཱ͠ɺԵࣾͷ୅දऔక
໾ʹब೚ͯ͠ۀࣄΛ͜͏ߦͱʯʹ͍ͭͯঝೝΛٻΊΔࢫͷٞҊΛఏग़͠ɺ౰֘
ٞҊ͸ঝೝ͞ΕͨɻঝೝΛٻΊΔʹ౰ͨΓɺ̗͸ɺʮಉ೥݄͔̔ࠒΒԵࣾͰۀ
຿Λ։࢝͢Δ༧ఆͰ͋Δʯͱઆ໌ͨ͠ͷΈͰɺԵࣾͷۀࣄ಺༰ɺن໛౳ʹ͍ͭ
ͯ͸ԿΒ͠ٴݴͳ͔͕ͬͨɺଞͷऔక໾͔Β࣭໰͕ग़Δ͜ͱ΋ͳ͔ͬͨɻ
̏�　̗͸ɺҰਓͰԵࣾΛઃཱ͠ɺಉ೥݄͔̔ࠒΒԵࣾͷ୅දऔక໾ͱͯ͠ۀ຿Λ
։࢝ͨ͠ɻԵࣾ͸ɺࣾߕͷӦۀɾൢചϊ΢ϋ΢Λ׆༻ͯؔ͠੢஍ํͰͷ೔ຊञ
ͷൢചܦ࿏Λ֫ಘ͠ɺ͜ΕʹΑ̗ͬͯ͸ɺಉ೥݄̍̍຤೔·Ͱʹ̍
 ̌̌̌ສ
ԁͷརӹΛಘͨɻ

　ʦઃ໰ʧ
֐͸̗ʹର͠ɺձࣾ๏্ͷଛࣾߕͷԼͰɺྩ࿨̑೥݄̍̎ɺ܎࣮ؔࣄͷه্　�　
ഛঈΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔ɺ࿦͡ͳ͍͞ɻ
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解説

第１　本問で学ぶ答案の書き方

ୈ̍໰Ͱ͸ɺ੥ٻͷ౰൱ܕͷ໰୊ͷ͏ͪɺۀڝऔҾʹؔ͢ΔࣄҊΛ༻͍ͯɺ৚
จͷจݴ΁ͷཁ݅͋ͯ͸ΊΛ࿙Εͳ͘͜͏ߦͱͷॏཁੑΛֶश͢Δɻ

第２　事例の解説
１　主張（請求）及びその法的根拠（条文・制度）の検討・確定
　�　まず、「その事例で、誰が、誰に、何を主張（請求）したいのか」を検討し、そ
の法的根拠を確定する。
　�　本問では、「甲社」が「Ｂ」（取締役）に対し、「損害賠償請求」を行うことが
［設問］で明示されているため、「株式会社が役員に対して損害賠償を請求したい」
場面であることはすぐに読み取れるだろう。
　�　そして、会社法上、株式会社が役員に対して損害賠償請求を行う場合の条文は
423条１項であるから、同条を根拠に請求することができないかを検討していくこ
ととなる。
２　要件（文言）充足性の検討
　⑴　423条１項の要件の指摘
　　　法的根拠を確定した後は、「法的根拠の要件（文言）の充足性を検討」する。
　　�　まず、423条１項の条文上の要件は、①「取締役、会計参与、監査役、執行役
又は会計監査人」すなわち「役員等」が「任務を怠った」こと（任務懈怠）、②
「株式会社」に「損害」が発生していること、③②の損害が、①「によって生じ
た」こと（相当因果関係）である。また、条文には書かれていないが、過失責任
の原則から、④任務懈怠について帰責事由があることも要件である。なお、答案
上、④が要件であることの理由説明までは不要であろう。

　　�　条文上の要件と解釈による要件をいずれも正確に把握しておくことが必要であ
る。

　⑵　任務懈怠の有無
　　ア�　423条１項の要件充足性を検討するに当たり、まず問題となるのが、「何が任

務懈怠に当たるか」である。本問では、Ｂが乙社の代表取締役として、日本酒
の仕入れ・販売業を行うことが、「取締役が自己又は第三者のために株式会社
の事業の部類に属する取引をしようとするとき」（競業取引）に当たるのであ
れば、Ｂ（取締役）は、「重要な事実を開示し」た上で、甲社の取締役会の承
認を得る必要がある（356Ⅰ柱書、同①、365Ⅰ）。
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　　　�　そこで、任務懈怠の有無を判断する前提として、356条１項柱書、同項１号
の要件（文言）充足性を検討することとなる。具体的には、Ｂの行為が競業取
引に該当するのか、該当するとして、Ｂが甲社取締役会で行った説明は「重要
な事実を開示し」たといえるのかを検討するわけだが、ここで、要件（文言）
に検討漏れがないようにしてほしい。

　　　�　なお、423条１項や429条１項の損害賠償責任が問われる問題においては、多
くの場合、任務懈怠という要件を充足するかが最も重要な論点となる。任務懈
怠の有無を論じるに当たっては、別の（423Ⅰや429Ⅰ以外の）条文の要件（文
言）充足性の検討が必要となる場合も多いため論述が長くなりがちだが、要件
の指摘漏れがないように丁寧に論じることが求められる。

　　イ�　本問において、まず、「自己又は第三者のために」の解釈には、名義説・計
算説の対立があるため、「問題提起」「解釈（規範定立・論証）」「あてはめ」の
順で検討すべきところである。もっとも、本問では、どちらの立場に立ったと
しても、「自己又は第三者のために」に該当するのは明らかであるから、長々
と論じる必要はなく、自説を簡潔に示した上であてはめれば足りるであろう
（計算説に立った場合、利益は一人株主であるＢに帰属するため「自己のため
に」に当たり、名義説に立った場合、Ｂは乙社を代表するため「第三者のため
に」に当たる。）。

　　　�　知っている論点だからと大展開するのではなく、結論を左右する論点を厚く
論じ、結論を左右しない論点は軽く触れるにとどめる（触れること自体は必要
である。）ことを意識したい。

　　ウ�　次に、「事業の部類に属する取引」については、「問題提起」「解釈（規範定
立・論証）」「あてはめ」の順で検討する。

　　　�　「事業の部類に属する取引」とは、会社の事業の目的である取引よりも広く、
それと同種又は類似の商品や役務を対象とする取引であって、会社の実際に行
う事業と市場において取引が競合し、株式会社と取締役との間に利益衝突が生
じる可能性のある取引をいう。これは、会社に関する営業機密を熟知する取締
役が、会社の利益を犠牲にして自己又は第三者の利益を図り、会社に損害を発
生させることを防止するという356条１項１号の趣旨から導かれる解釈である。
解釈の理由付けとして趣旨を用いることが重要となる。また、定款所定の会社
の目的たる事業に関する取引が全て含まれるわけではなく、そのうち会社が実
際に行っている事業や、既に準備に着手している事業、一時的に休止している
事業に関する取引が含まれる。すなわち、定款に目的事項として記載されてい
たとしても、何ら準備をしていない事業や、完全に廃業した事業は含まれない
ことになる。
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　　　�　本問では、⒜甲社が現在主に事業を行っているのが首都圏であるのに対し、
乙社が事業を行ったのは関西地方であるが、甲社も関西地方に進出を計画し、
既に具体的な販売経路の獲得に向けて動き出していたこと、⒝甲社が仕入れ・
販売しているのが国産ワインであるのに対し、乙社が仕入れ・販売しているの
は日本酒であること、という事実を指摘しながら、これらの事実の類似点・相
違点をどう評価するかが腕の見せ所である。

　　　�　解答例では、確かにワインと日本酒では原材料は異なるが、「酒類」という
点では共通すること、乙社は甲社における国産ワインの営業・販売ノウハウを
活用して関西地方での日本酒の販売経路を獲得したことを踏まえて、同一市場
で競合する可能性はあると評価した。そして、甲社が関西地方への進出を具体
的に準備していることを踏まえて、「事業の部類に属する取引」に当たると結
論づけている。

　　　�　なお、「代表取締役に就任すること自体は、『取引』ではないため、競業取引
に該当しない」（東京地判昭45.7.23参照）が、代表取締役に就任すれば会社の
代表として日々の取引を行うことが予定されるため、包括的に承認を得ておく
必要があるという内容を“論点”として覚えている人もいるかもしれない。しか
し、本問では初めから、Ｂが「乙社の代表取締役に就任して『事業を行うこ
と』」までが承認の対象となっているため、あえて上記の点に触れる必要はな
いだろう。知っていることを書くのではなく、「問われていること（出題者が
書いてほしいと思っていること）は何か」という視点で論述内容の取捨選択を
することが大切である。

　　エ�　以上から、Ｂの行為は競業取引に該当するため、Ｂは、「重要な事実を開示
し」た上で、甲社の取締役会の承認を得ることが必要となる。

　　　�　「重要な事実」に当たるかについても、「問題提起」「解釈（規範定立・論証）」
「あてはめ」の順で検討することが望ましい。上述の356条１項１号の趣旨を踏
まえて、「重要な事実」とは、取引内容のうち株式会社の利益と対立するよう
な重要部分（例えば、取引の相手方、目的物、数量、価額、取引期間等）をい
い、会社の事業が受ける影響が予測できる程度の具体的な事実でなければなら
ないと解釈されている。

　　　�　本問で、Ｂは「同年８月頃から乙社で業務を開始する予定である」というこ
としか明らかにしておらず、乙社の事業内容、規模等については何ら言及して
いないから、「重要な事実を開示し」たということはできないだろう。なお、
かかる重要な事実は、質問されなくても開示しなければならないものであるか
ら、他の取締役から質問がなかったからといって、結論は左右されない。

　　オ�　以上より、取締役Ｂは競業取引について甲社取締役会の承認を得るに当た



13

࣮ફฤ　ୈ̍໰

り、「重要な事実を開示し」ていないから、356条１項１号、365条１項違反と
いう任務懈怠があるといえる（要件①充足）。

　⑶　423条１項のその他の要件の検討
　　ア�　ここまでの論述は、まだ任務懈怠の検討が終わっただけであるため、423条

１項のその他の要件の検討を忘れてはならない。もっとも、本問において、そ
の他の要件はコンパクトに論じれば足りるであろう。論述のメリハリを意識し
て構成することがポイントである。

　　イ�　まず、甲社に損害があるかについて、問題文において甲社の損害の有無及び
損害額は明らかになっていないが、356条１項に違反して競業取引をしたとき
は、「当該取引によって取締役……が得た利益の額」が、会社の損害額と推定
される（423Ⅱ）。

　　　�　取締役Ｂは、乙社の事業によって、令和５年11月末日までに1,000万円の利
益を得ているから当該額が甲社の損害額と推定されることとなる。よって、推
定を覆す事情がなければ、1,000万円が損害額といえる。ここは、場合分けを
してもよいし、「推定を覆す事情はない」と断定してしまっても構わない（要
件②充足）。

　　　�　なお、実務において損害賠償を請求するときは額を明示して請求するのが一
般的であるため、損害賠償請求を認めるという結論に至った場合には、明確に
問われていなくても、できる限り損害額を特定して明示することが望ましい
（必ず特定可能とは限らない。）。

　　ウ�　Ｂの任務懈怠と甲社の損害に相当因果関係があることは、事案上明らかであ
るため、あっさり認定してよいだろう（要件③充足）。

　　エ�　では、Ｂに任務懈怠についての帰責事由があるだろうか。Ｂは、甲社取締役
として、甲社が国産ワインの仕入れ・販売において関西地方に進出を計画して
いたことを知った上で、日本酒の仕入れ・販売業にも手を広げて事業を拡大す
べきと主張していた。しかし、これが他の取締役らに受け入れられなかったた
めに、自ら当該事業を行って利益を得ようとしている。さらに、甲社の取締役
として知り得た営業・販売ノウハウも活用していたという事実まであるのだか
ら、帰責事由を認めてよいだろう（要件④充足）。

３　効果（文言）該当性の検討
　�　全ての要件を充足する場合、効果が発生するため、「法的根拠の効果（文言）の
該当性を検討」する。
　�　423条１項の効果は、「役員等」が、「株式会社に対し……損害を賠償する責任を
負う。」という単純なものであるから、「問題提起」「解釈（規範定立・論証）」は不
要である。「あてはめ・効果該当性」として、「Ｂは、甲社に対し、1,000万円の損



14

ΞΨϧʔτΞΧσϛʔ　࿦จ౴Ҋͷʮॻ͖ํʯ　

害を賠償する責任を負う。」ことを指摘すればよい。
４　主張（請求）の検討結果［結論］の指摘
　　結論は、「設問に真正面から答える形で」指摘することが重要である。
　�　本問は、「甲社は、Ｂに対し、損害賠償を請求することができるか。」と問われて
いるため、「甲社は、Ｂに対し、1,000万円の損害賠償を請求することができる。」
という表現となるだろう。
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答案構成例

ٻഛঈ੥֐औక໾̗΁ͷଛ˰ࣾߕ　̍
　　໾һ౳ͷ೚຿ጱଵʹͮ͘جଛ֐ഛঈ੥ٻʢ���ᶗʣ
　　　ཁ݅ᶃ　ʮ໾һ౳ʯʹ೚຿ጱଵʢʮ೚຿Λଵͬͨʯʣ͕͋Δ͜ͱ
　　　　　ᶄ　ʮࣜגձࣾʯʹʮଛ֐ʯ͕͋Δ͜ͱ
　　　　　ᶅ　ᶃͱᶄͷؒʹ૬౰ҼՌ͕ؔ͋܎Δ͜ͱʢʮʹΑͬͯʯʣ
　　　　　ᶆ　ᶃʹ͍ͭͯɺ໾һ౳ʹނҙຢ͸աࣦ͕͋Δ͜ͱ

̎　̗ͷ೚຿ጱଵͷ༗ແʹۀڝऔҾ੍نҧ൓͕͋Δ͔ʢ���ᶗᶃɺ���ᶗʣ
　　ʮࣗݾຢ͸ୈऀࡾͷͨΊʹʯ
　　　Ξ　ࢉܭઆ
　　　Π　͋ͯ͸Ί
　　　΢　݁࿦　ʮࣗݾͷͨΊʹʯʹ֘౰
　　ʮձࣾͷۀࣄͷ෦ྨʹଐ͢ΔऔҾʯ
　　　Ξ　ൣنఆཱʢ൑ྫʣ
　　　Π　͋ͯ͸Ί
　　　　˞�　ʮट౎ݍͱؔ੢஍ํʯʮ࢈ࠃϫΠϯͱ೔ຊञʯͱ͍͏ҧ͍ΛͲ͏ධՁ͢

Δ͔
　　　΢　݁࿦　ձࣾͷۀࣄͷ෦ྨʹଐ͢ΔऔҾʹ֘౰͢Δ
　　ʮॏཁͳ࣮ࣄΛ։ࣔʯʢ���ᶗபॻʣ
　　　Ξ　ൣنఆཱʢ൑ྫʣ
　　　Π　͋ͯ͸Ί
　　　　˞　Եࣾͷۀࣄ಺༰ɺن໛౳Λઆ໌͢Δඞཁ͕͔͋ͬͨͷධՁ
　　　΢　݁࿦ɿॏཁͳ࣮ࣄΛ։ࣔͨ͠ͱ͸͍͑ͳ͍
　　݁࿦　���৚߲̍̍߸ɺ���৚߲̍ҧ൓ͱ͍͏೚຿ጱଵ͕ೝΊΒΕΔ

̏　���৚߲̍ͷͦͷଞͷཁ݅ͷݕ౼
　　ཁ݅ᶄ　̗ͷಘͨ�
���ສԁ͕ࣾߕͷଛ֐ͱਪఆʢ���ᶘʣ
　　　　　　ਪఆΛ෴͢ࣄ৘͸ͳ͍
　　ཁ݅ᶅ　ॆ଍
　　ཁ݅ᶆ　ॆ଍

̐　݁࿦　ࣾߕ͸̗ʹର͠ɺ�
���ສԁͷଛ֐ഛঈ੥ٻΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ
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͸ɺऔక໾̗ʹର͠ɺձࣾ๏ʢҎԼɺ๏ྩ໊লུɻʣ̐̎̏৚̍ࣾߕ　�̍

Ͱ͖ͳ͍͔ɻ͕ٻഛঈ੥֐ଛͮ͘جʹ߲

　�　౰֘੥͕ٻೝΊΒΕΔͨΊʹ͸ɺᶃʮ໾һ౳ʯʹ೚຿ጱଵ͕͋Δ͜ͱɺ

ᶄձࣾʹଛൃ͕֐ੜ͍ͯ͠Δ͜ͱɺᶅᶃͱᶄͷؒʹ૬౰ҼՌ͕ؔ͋܎Δ

͜ͱɺᶆᶃʹ͖ͭؼ੹ࣄ༝͕͋Δ͜ͱɺ͕ඞཁͰ͋Δɻ

̎�　·ͣɺʮ໾һ౳ʯͰ͋Δऔక໾̗ʹɺۀڝආٛࢭ຿ʢ̏̑̒৚߲̍̍߸ʣ

ҧ൓Λཧ༝ͱ͢Δ೚຿ጱଵ͕ೝΊΒΕͳ͍͔ɻ

　ᾇ�　ಉ߸ͷʮࣗݾຢ͸ୈऀࡾͷͨΊʹʯͱ͸ɺʮࣗݾຢ͸ୈऀࡾͷࢉܭͰʯ

ͱ͍͏ҙຯͰ͋Δͱ͜Ζɺ̗͕ҰਓͰԵࣾΛઃཱͯ͠ۀࣄΛ͍ͯ͠Δ

͜ͱ͔ΒɺࣗݾͷࢉܭͰ͍ͯͬߦΔͱ͍͑Δɻ

　ᾈ�　Ͱ͸ɺ̗͕ԵࣾͰ೔ຊञΛ࢓ೖΕɾൢചͨ͠ߦҝ͸ɺࣾߕͷʮۀࣄ

ͷ෦ྨʹଐ͢ΔऔҾʯʹ౰ͨΔ͔ɻ

　　�　͜ͷ఺ɺಉ߸ͷझ͕ࢫɺձࣾʹؔ͢ΔӦۀൿີΛख़஌͍ͯ͠Δऔక

໾͕ɺձࣾͷརӹΛ٘ਜ਼ʹͯࣗ͠ݾຢ͸ୈऀࡾͷརӹΛਤΓɺձࣾʹ

ଛ֐Λൃੜͤ͞Δ͜ͱΛ๷͢ࢭΔ఺ʹ͋Δ͜ͱ͔Βɺʮۀࣄͷ෦ྨʹ

ଐ͢ΔऔҾʯͱ͸ɺձ͕࣮ࣾۀࣄ͏ߦʹࡍͱࢢ৔ʹ͓͍ͯऔҾ͕ڝ߹

͠ɺࣜגձࣾͱऔక໾ͱͷؒͰརӹ͕িಥ͢ΔՄೳੑͷ͋Δ΋ͷΛ޿

ؚ͘Ήͱղ͢Δɻ

　　�　ຊ໰Ͱɺࣾߕ͸͜Ε·Ͱɺ࢓ೖΕͨ঎඼Λओʹट౎ݍͷඦ՟ళʹൢ

ച͍͕ͯͨ͠ɺؔ੢஍ํ΁ͷਐग़Λܭը͠ɺྩ࿨̑೥݄̐ࠒʹ͸ɺࢢ

৔ௐࠪ΋ऴ͑ɺطʹ۩ମతͳൢ࿏ͷ֫ಘʹ͚ͯ޲ಈ͖ग़͍ͯͨ͠ɻΑͬ

ͯɺʮؔ੢஍ํʯͱ͍͏ࢢ৔ͰɺऔҾ͕ڝ߹͢ΔՄೳੑ͸͋Δͱ͍͑Δɻ

答案例
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·ͨɺࣾߕͷ঎඼͸࢈ࠃϫΠϯɺԵࣾͷ঎඼͸೔ຊञͰ͋Γɺࡐݪྉ

ͦ͜ҟͳΔ΋ͷͷɺञྨͱ͍͏఺Ͱ͸ڞ௨Ͱ͋Γɺ࢓ೖઌɺൢചઌɺ

Ӧۀɾൢചϊ΢ϋ΢ʹ͸ڞ௨͢Δ෦෼͕͋ΓಘΔɻ࣮ࡍʹ΋ɺ̗͸ߕ

ࣾͷӦۀɾൢചϊ΢ϋ΢Λ׆༻ͯ͠ൢചܦ࿏Λ֫ಘ͍ͯ͠Δ͔Βɺࢢ

৔ʹ͓͍ͯڝ߹͢ΔՄೳੑ͕͋Δͱ͍͑Δɻ

　　�　Αͬͯɺࣾߕͷʮۀࣄͷ෦ྨʹଐ͢ΔऔҾʯʹ౰ͨΔɻ

　ᾉ�　ͦ͏ͩͱ͢Ε͹ɺ̗͸ɺࣾߕͷऔక໾ձʹ͓͍ͯɺʮॏཁͳ࣮ࣄΛ

։ࣔ͠ʯ্ͨͰঝೝΛಘΔඞཁ͕͋ͬͨʢ̏̑̒৚߲̍பॻɺ̏̒̑

৚߲̍ʣ͕ɺ͔͔Δ࣮ࣄΛ։ࣔͨ͠ͱ͍͑Δ͔ɻ

ʯͱ͸ɺऔҾ࣮ࣄΒ͢Ε͹ɺʮॏཁͳ͔ࢫͷझ੍نऔҾۀڝͷه্　�　　

಺༰ͷ͏ͪɺࣜגձࣾͷརӹͱରཱ͢ΔΑ͏ͳॏཁ෦෼Λ͍͍ɺձࣾ

ͷ͕ۀࣄड͚ΔӨ͕ڹ༧ଌͰ͖Δఔ౓ͷ۩ମతͳ࣮ࣄͰͳ͚Ε͹ͳΒ

ͳ͍ͱղ͢Δɻ

　　�　̗͸ɺࣾߕऔక໾ձʹ͓͍ͯɺۀ຿։࢝࣌ظΛઆ໌ͨ͠ͷΈͰɺԵ

ࣾͷۀࣄ಺༰ɺن໛౳ʹ͍ͭͯ͸ԿΒ͍ͯ͠ٴݴͳ͍ɻ͜ΕͰ͸ɺؔ

੢஍ํʹ͓͚Δ࢈ࠃϫΠϯͷൢചͱ͍͏ࣾߕͷ͕ۀࣄड͚ΔӨ͕ڹ༧

ଌͰ͖Δͱ͸͍͑ͣɺࣾߕͷརӹͱରཱ͢ΔΑ͏ͳॏཁ෦෼͕։ࣔ͞

Εͨͱ͸͍͑ͳ͍ɻ

　ᾊ�　Αͬͯɺ̗͸ʮॏཁͳ࣮ࣄΛ։ࣔʯͤͣʹऔక໾ձͷঝೝΛಘ͍ͯ

Δ఺ʹɺ̏̑̒৚߲̍̍߸ɺ̏̒̑৚߲̍ҧ൓ͱ͍͏೚຿ጱଵ͕ೝΊ

ΒΕΔʢཁ݅ᶃॆ଍ʣɻ

̏　Ͱ͸ɺ̐̎̏৚߲̍ͷͦͷଞͷཁ݅͸ຬ͔ͨ͢ɻ
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　ᾇ�　·ͣɺࣾߕʹଛൃ͕֐ੜ͍ͯ͠Δͱ͍͑Δ͔ɻ

　　�　̐̎̏৚߲̎ʹΑΕ͹ɺۀڝऔҾҧ൓͕͋Δ৔߹ʹ͸ɺ౰֘ۀڝऔ

ҾʹΑͬͯऔక໾͕ಘͨརӹͷֹ͕ଛֹ֐ͱਪఆ͞ΕΔɻ

　　�　ຊ໰Ͱ͸ɺ̗͕ԵࣾͷۀࣄʹΑͬͯ̍
̌̌̌ສԁͷརӹΛಘ͓ͯ

ΓɺਪఆΛ෴͢ࣄ৘΋ͳ͍ͨΊɺࣾߕʹ͸̍
̌̌̌ສԁͷଛൃ͕֐

ੜͨ͠ͱ͍͑Δʢཁ݅ᶄॆ଍ʣɻ

　ᾈ�　ͦͯ͠ɺ͔͔Δଛ֐͸ɺ̗͕ԵࣾͷۀࣄΛͨͬ͜ߦͱʹΑͬͯੜ͡

͍ͯΔ͔Βɺ૬౰ҼՌؔ܎΋ೝΊΒΕΔʢཁ݅ᶅॆ଍ʣɻ

　ᾉ�　·ͨɺ̗͸ɺࣾߕͷۀࣄͷ֦େͷͨΊʹ೔ຊञͷ࢓ೖΕɾൢചۀΛ

ఏҊͨ͠ͱ͜Ζɺ͜Ε͕ଞͷऔక໾ʹड͚ೖΕΒΕͳ͔ͬͨͨΊʹɺ

ࣗΒརӹΛಘΑ͏ͱͯ͑ߟԵࣾΛઃཱ͠ɺ࣮ࡍʹ΋ࣾߕͷӦۀɾൢച

ϊ΢ϋ΢Λ׆༻ͯ͠Եࣾͷۀ੷Λ֦େ͍ͯ͠ΔɻΑͬͯɺ̗ʹ͸೚຿

ጱଵʹ͖ͭɺؼ੹ࣄ༝͕͋Δͱ͍͑Δʢཁ݅ᶆॆ଍ʣɻ

̐�　Ҏ্ΑΓɺࣾߕ͸ɺऔక໾̗ʹର͠ɺ̐̎̏৚߲̍ʹ͍ͯͮجɺ̍


̌̌̌ສԁͷଛ֐ഛঈΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

� Ҏ্
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